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サルコペニアの性差
サルコペニアとは、転倒、骨折、身体機能障害
および死亡など不良の転帰の増加に関連しう
る進行性および全身性に生じる骨格筋疾患で
ある。地域、ナーシングホーム、病院でサルコ
ペニアの有病割合をみた系統的レビューとメ
タ解析では、地域在住の男性11％、女性9％、
ナーシングホームの男性51％、女性31％、入
院患者の男性23％、女性24％にサルコペニア
を認めた。サルコペニアの診断は、2019年に
アジアのワーキンググループ（Asian Working 
Group for Sarcopenia, AWGS）によって作成
されたAWGS2019で行う。筋肉量低下を認
め、筋力低下もしくは身体機能低下を認める
場合に、サルコペニアと診断する。
四肢筋肉量を身長の2乗で除した骨格筋指数
のカットオフ値は、DXAで男性7.0 kg/m2，女
性5.4 kg/m2，BIAで男性7.0 kg/m2，女性5.7 
kg/m2。下腿周囲長のカットオフ値は、男性
34cm、女性33cmである。握力のカットオフ値
は、男性で28kg、女性で18kgである。身体機

能のカットオフ値は、男女で同じである。筋肉
量と握力のカットオフ値が男女で異なるた
め、サルコペニアに多少の性差を認めるとい
える。実際、サルコペニアの診断基準に含まれ
る筋肉量、筋力、身体機能の性別・年代別の平
均値は、いずれも女性より男性の方が高い。し
かし、サルコペニアの性差に関しては一貫し
た特徴は認めず、対象者や診断基準によるば
らつきが大きいのが現状である。
サルコペニアの摂食嚥下障害とは、全身およ
び嚥下関連筋の筋肉量減少、筋力低下による
摂食嚥下障害である。サルコペニアの摂食嚥
下障害で年齢と性差をみた研究では、全体で
82歳、男性で80歳、女性で83歳を超える摂食
嚥下障害患者の場合に、サルコペニアの摂食
嚥下障害のことが多かった。また、男性より女
性のほうがサルコペニアの摂食嚥下障害が
多かったが、年齢による調整後には性差を認
めなかった。今後、さらなるサルコペニアの性
差研究が求められる。
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